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水環境の汚染は、我が国のみならず欧米やアジア諸国においても大きな問題となっており、その修復・改善が強く望
まれている。当研究室では、様々な環境中から有用な微生物を探索しその微生物を汚染水環境の改善に利用する方法
を研究している。主に、淡水域で大発生する有害藍藻のアオコを微小動物（原生動物、微小後生動物等）の捕食作用
で低減させる方法や汚水を浄化する生物処理システム中の微生物生態系の機能解析および浄化性能を向上させるため
の微生物生態系の操作方法を検討している。現在、タイ国の内水面養殖漁場における有害藍藻の発生調査や生態工学
による有害藍藻抑制の研究および東京都井の頭公園池、石神井公園池の水質改善、アオコ抑制の研究に力を入れてい
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